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     私たちの活動や意見を平和委員会の仲間たちに伝えます 
私たちの会費が日本平和委員会と茨城県平和委員会の活動を支えています 

平和の会ニュース、平和かわら版（ＰＤＦ版）配信しています 
平和の仲間に伝えたいニュースやご意見を事務局にお寄せください ＦＡＸは 029-831-9122 

早い、確実に届くご希望の方はｅＭａｉｌアドレスをご連絡ください 

 
 
                                         

 
 
 

 

総選挙、県議選の結果を受け、 

 一層の草の根からの平和運動を展開しよう。 

東海第 2 原発の廃炉、原発ゼロの日本へ 

百里基地へのオスプレイ配備、沖縄新基地建設ストップ 

「戦争する国づくり」から、憲法 9 条活かした平和外交へ 

 

◎ 「さよなら原発土浦地域連絡会」宣伝･学習・交流忘年会 
日時：12 月 18 日(木）、会費 １０００円 

 ・１４：００～１５：００ ：駅頭宣伝行動：チラシ、署名 

 ・１６：００～１７：００ ：学習会   コープ土浦 ２F 

 ・17：30～1９：００  交流忘年会  コープ土浦 ２F   

学習会・交流忘年会では、日頃、感じている原発や放射能、自然エネルギーなどの疑問や意見を出し合って知識

を深めたいとおもいます。 

 

 ◎  憲法九条土浦の会忘年会 
日時 12 月 20 日（土） 17：00 より、会場 コープ土浦店 2Ｆコミティルーム 2・3 号室、会費 2，000 円 
 若干のアルコールも出ますので、飲まれる方は、車は御遠慮下さい。 

 

憲法九条土浦の会＆土浦平和の会主催の 2014 年平和の旅「田中正造を現代に活

かす旅」が１０月２３日（木）～２４日（金）に行われました。 

17 人参加が参加しました。飯田 進さん（田中正造を現代に活かす会事務局長）の解説で銅山から

田中正造の戦いまでスケールの大きな旅でした。渡良瀬遊水地の淵に立って、遠くに旧谷中村を眺めて

その戦いに思いをはせました。田中正造記念館、雲龍寺、田中正造終焉地を経て、田中正造生家を訪れま

した。サンレイク草木に宿泊し、参加者の交流を深めました。 
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翌日は足尾銅山を見学しました。銅山の谷筋に朝鮮人慰霊碑が荒れ果ててありました。日中国交回復で

中国人殉難碑は立派なのが立ったが、それとは対照的でした。そして当時の過酷な労働が思いやられまし

た。 

 足尾の町外れの高台にある竜蔵寺から、足尾銅山の全貌が眺められました、山々が今でも枯れていまし

た。その環境破壊の規模の大きさに圧倒されました。足尾町環境学習センターは今でも負の大きさを物語

り、背負っていることを思わされた。帰りはトロッコ列車の車窓から紅葉を楽しみました。 

 

12 月 5 日（金）「朝日」に意見広告掲載 
主題は①憲法「改正」反対、集団的自衛権行使容認反対・秘密保護法の廃止、②辺野古新基地建設やめ、

普天間基地は無条件撤去、③東海第二原発は即時廃炉に、です。 
本会での賛同者は個人 68 口、団体 4 口となりました。 

 

 

詩：多喜百合子 

ゼロになるのは核ですか、それとも人間ですか？ ―６ケ月後― 
 
フクシマの小学生と中学生の子供が尋ねる。 
―私は 何歳まで生きられますか？－ 
―私は大人になれますか？－ 
―私は大きくなったら 普通の子供が産めますか？― 
―東京の人の電気を作っていたのに 
なぜフクシマの子供が 
辛い目にあうの？ 
 
「原発は安全でクリーン」と教えるように 
学校に通達をだしていた。 
 
文科省の役人たちに子供たちが直接きく。 
「精一杯努力したい」などの答えを繰り返すばかり。 
―答えが全然違う― 
―なんで 大人なのにちゃんと質問を聞いていないの？－ 
と 11 歳の男の子は怒る。 
 
赤子を抱いた若い母親も 
医師にきく。 
―この子は私よりも長く生きられるでしょうか？－ 
 
年寄が自殺する。 
長期にわたる体育館の床に雑魚寝の避難所暮らし 
体がついていけなくなった。 
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―私はお墓に避難します―と書き残して。 
 
3.11 から 6 か月たっても 
福島の原発事故は収束する気配さえない。 
それどころか 
4 機ともいつまた臨界が起きても 
おかしくない状態が続いている。 
仮面を外した原発が毒の正体をむきだしにして 
空気中に大地に海に 放射能を吐き続けている。 
あまりのひどさは見せられないと 
東京電力は目隠し用のカーテンを かけはじめた。 
 
フクシマの子供が言う。 
―「死の町」といわないでください。 
  わたくしたちは生きたい。－ 
―神に祈らないでください。 
 原発を止めるのは 原発を作った人間の責任だ。 
 原発をこの世からなくすのは 大人の仕事だ。－ 
 
フクシマの子供が 尋ねる。 
―被曝しつづける世界の 希望とはなんですか？－ 
―ゼロになるのは核ですか？ 
 それとも人間ですか？－ 
 
幼稚園生すら 
今は みんな 放射能という難しい言葉を知っている。 
「しにたくないよ。 ほうしゃのうバイバイ」と 
言っている。 

「さくら、桜」多喜 百合子より 

 

 

12.16 土浦平和の理事会 

12.16 6 の日行動 

12.18 「さよなら原発」：宣伝行動、学習、

忘年会 
12.20 9 条の会忘年会 

活動ごよみ 


